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原田学園ことばの支援センター 

児童発達支援 
利用者向け評価表・自己評価表集計結果報告書 

結果と改善策について（要約） 



１．環境・体制・整備面について 

 支援に使用するスペースや職員の配置は、おおむね満足

いただいているようです。 

 今年度は、コロナ感染予防策として、集団療育の人員配

置を工夫いたしました。手洗い等、保護者の皆様のご協力

ありがとうございました。 

 バリアフリー化など、一朝一夕に解決できない課題もあ

りますが、皆様に安心安全に過ごしていただける環境の整

備を今後も持続的に検討してまいります。 



２．適切な支援の提供について 

 多くの利用者様にご利用いただいていることもあり、
個別支援計画の策定や、職員間での情報共有に関して、
会議に十分に時間があてられない現状がありました。 

 そのため、今年度より十分な時間がとれるよう、業
務のあり方を見直しております。今後よりいっそう
チームで支援に臨むためにも、基本的な業務のあり方、
優先順位のつけ方を見直し、より充実した個別支援計
画書の策定や職員間での情報共有に努めてまいります。 



３．保護者への説明などについて 

 おおむね満足していただけているようですが、支援
内容や事業所運営の説明に関して、不十分な点があっ
たようです。書面での支援内容の説明を含め、すべて
の利用者様に丁寧な説明が行き届くように努めてまい
ります。 

 また、事業所内の掲示板、ホームページや
Instagramにて活動報告も行っております。不定期で
はございますが、ぜひご覧ください。 

  



４．非常時等の対応について  

 緊急時対応や感染症対応等のマニュアルの策定に関して、利

用者様への十分な説明ができていないことがありました。事業

所内に掲示しておりますので、定期的にお目通しください。 

 また、避難訓練に関して、利用者様参加型の訓練は現在実施

しておりません。高層ビルでの災害にご不安を感じておられる

利用者様もいらっしゃいます。今後、実施に向けて検討を行っ

てまいります。 

 職員の訓練も不十分な点がございますので、すべての職員が

訓練に参加できる機会を設けてまいります。 

  



５．満足度について 

 アンケートの結果から、多くの方に当事業所の支援

に満足していただいているようです。一方、「どちら

ともいえない」と回答された方もいらっしゃいました。 

 すべての方に満足していただけるように工夫や努力

を重ねてまいります。 



６．要望について 

 保護者会や地域との交流を望まれている方もいらっ

しゃるようです。保護者様同士の交流の機会として、

当事業所では一昨年度より「保護者向け講座」を実施

しております。 

 地域との交流に関しては、どのような形で実現でき

るかを今後検討してまいります。 

 



７．まとめ 
 利用者様や職員からの視点を総合すると、概ね円滑に支援が行えて
いると考えられます。ただし、支援内容の説明不足や個別支援計画書
に関するご意見もいただきました。すべての利用者様と十分なコミュ
ニケーションを図り、支援に満足していただけるよう努めてまいりま
す。 

 また現在、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、人同士の接触
の機会を積極的に設けにくい状況にあります。そのため、保護者様同
士の交流や、地域との交流など、ご要望に早急にお応えできない点も
あるかと思います。今後、利用者様のご意見を真摯に受け止め、改善
してまいります。 

 今後ともお気づきの点がございましたら、お声かけいただけますよ
うお願い申し上げます。 



参考 今回用いた評価表 

保護者向け 児童発達支援評価表 

記入日：平成  年  月  日 


